
11
月
17
日
（
月
）
静
岡
労

政
会
館
で
常
任
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
会
長
他
16
名
の

出
席
者
で
あ
っ
た
。

会
長
挨
拶

➀
国
体
の
成
績
、
成
年
男
子

３
位
、
高
校
男
子
９
位
と
頑

張
っ
た
。

②
少
年
少
女
登
山
教
室
、
参

加
者
が
少
な
く
今
年
は
中
止

し
た
、
関
係
者
へ
の
謝
辞
。

③
竜
爪
山
岳
競
技
会
は
、
台

風
で
コ
ー
ス
が
崩
壊
し
た
た

め
今
年
度
は
中
止
す
る
。

④
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て

は
、
別
途
報
告
す
る
。

（
1
）
報
告
事
項

①

指
導
委
員
会

・
指
導
員
養
成
講
習
会
、
９

月
28
日
、
10
月
25
，
26
日
に
、

９
名
参
加
で
実
施
し
た
。

②

国
体
委
員
会

・
長
崎
国
体
10
月
17
〜
19
日

で
実
施
、
少
年
男
子
は
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
９
位
・
リ
ー
ド
14

位
予
選
敗
退
。
成
年
男
子
は

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
33
位
・
リ
ー

ド
7
位
で
決
勝
進
出
、
決
勝

は
総
合
３
位
と
健
闘
し
た
。

・
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

の
県
代
表
決
定
、
県
大
会
上

位
２
名
と
推
薦
で
計
７
名

（
男
3
名
,
女
4
名
）
選
出
。

（
２
）
協
議
事
項

①

国
体
委
員
会

・
竜
爪
山
岳
競
技
は
登
山
ル
ー

ト
破
損
し
中
止
。
来
年
度
は

実
施
の
予
定
で
進
め
て
い
る
。

・
県
高
校
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
会
を
27
年
2
月
11
日
、
袋

井
市
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
で
実
施
。

②

指
導
委
員
会

・
指
導
委
員
研
修
会
は
27
年

1
月
25
日
、
静
岡
リ
ハ
専
門

学
校
で
開
催
。

・
冬
山
登
山
講
習
会
は
27
年

1
月
31
日
〜
2
月
1
日
、
富

士
山
二
子
山
周
辺
で
実
施
、

募
集
人
員
150
名
参
加
費
用
は

三
千
五
百
円
。

③
遭
難
対
策
委
員
会

・
初
級
・
中
級
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
を
27
年
1
月
24
日
、

興
津
生
涯
学
習
交
流
館
で
行

う
、
募
集
人
員
は
初
級
60
名
、

中
級
20
名
合
同
で
実
施
。

④
会
長

・
平
成
27
年
度
・
岳
連
カ
レ

ン
ダ
ー
、
現
在
80
部
残
品
、

各
団
体
の
追
加
注
文
願
う
。

・
岳
連
の
個
人
会
員
制
度
に

つ
い
て

A

各
県
の
現
状
調
査
、
東

京
、
神
奈
川
が
良
い
事
例
。

（
個
人
会
員
を
集
め
た
会
を

県
岳
連
の
指
導
で
作
る
）
B

個
人
会
員
向
け
に
登
山
講

習
会
を
実
施
し
、
フ
ォ
ロ
ー

を
指
導
委
員
会
で
行
う
。

C

会
費
は
年
三
千
円
、
年

途
中
で
の
退
会
は
返
金
無
し
。

D

会
の
規
約
改
定
が
必
要

と
な
る
。

E

個
人
会
員
制
度
の
意
見

・
山
岳
保
険
加
入
は
割
安
で

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
訴
え
る
ほ

う
が
良
い
。

・
一
般
の
人
に
対
し
て
P
R

を
行
い
、
安
全
登
山
の
講
習

を
進
め
る
。

・
個
人
会
員
の
募
集
方
法
の

実
態
は
、
東
京
、
大
阪
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
、
東
京
は

700
名
大
阪
は
200
名
、
神
奈
川

は
不
明
。
会
費
は
東
京
は
六

千
円
、
神
奈
川
は
七
千
円
、

年
齢
層
は
不
明
。

・
高
校
卒
業
生
で
登
山
継
続

者
の
動
向
は
つ
か
ん
で
い
な

い
。
１
割
程
度
か
？

・
広
報
の
実
態
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
は
１
日

に
30
回
程
度
（

静
岡
市
岳

連
の
例
）
募
集
方
法
が
課
題
。

⑤

そ
の
他

・
岳
連
の
事
業
で
や
む
を
得

ず
中
止
（
悪
天
候
）
す
る
と

赤
字
に
な
る
。
特
別
会
計
で

補
填
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

・
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
養
成
講
習
会
、
日
程

の
検
討
と
参
加
者
募
集
の
お

願
い
。
岐
阜
3
名
、
三
重
、

愛
知
参
加
。

（
坂
田
）

２
月
23
日
（
月
）
静
岡
労

政
会
館
で
常
任
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
16
名
が
出
席
。

滝
田
会
長
挨
拶

度
重
な
る
大
雨
で
登
山
道

が
崩
れ
た
め
竜
爪
競
技
会
が

中
止
に
な
っ
た
が
、
そ
の
他

の
26
年
度
行
事
は
ほ
ぼ
予
定

通
り
開
催
さ
れ
、
大
き
な
事

故
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
謝
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

各
委
員
会
の
事
業
報
告

①
26
年
度
冬
山
講
習
会
、
指

導
員
検
定
に
つ
い
て
（
滝
田
）

・
１
月
31
日
（
土
）
～
２
月

１
日
（
日
）
富
士
山
御
殿
場

口
周
辺
で
実
施
。
冬
山
講
習

会
は
76
名
の
高
校
生
の
参
加

が
あ
っ
た
。
２
日
目
は
風
が

強
く
上
塚
に
登
る
の
は
厳
し

か
っ
た
の
で
下
塚
の
斜
面
で

雪
上
訓
練
を
し
た
。
指
導
員

検
定
は
９
名
が
参
加
し
、
７

名
が
合
格
。

②
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
会
に

つ
い
て
（
諸
戸
）

・
２
月
11
日
（
水
）
、
袋
井

市
の
プ
ラ
ネ
ッ
ト
で
実
施
し

69
人
が
参
加
。

③
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
に
つ

い
て
（
堀
内
）

・
１
月
24
日
（
土
）
、
興
津

生
涯
学
習
交
流
館
で
実
施
。

初
級
に
43
人
、
中
級
に
12
人

が
参
加
し
た
。

④
26
年
度
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て
（
滝
田
）

・
精
算
書
に
つ
い
て
滝
田
会

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

各
委
員
会
の
27
年
度
事
業

計
画

①
山
の
日
に
向
け
４
団
体
合

同
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

②
少
年
少
女
登
山
教
室
を
含

め
、
指
導
委
員
会
主
催
の
行

事
は
例
年
通
り
実
施
す
る
。

③
27
年
度
ス
ポ
フ
ェ
ス
（
塩

沢
）

・
要
項
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・
10
月
17
日
（
土
）
～
18
日

（
日
）
実
施
、
会
場
は
川
根

本
町
、
七
ツ
峰
・
天
狗
石
山
。

Ａ
コ
ー
ス
は
日
帰
り
、
Ｂ
コ
ー

ス
は
１
泊
２
日
。
日
没
時
間

考
慮
す
る
と
Ａ
コ
ー
ス
は
８

時
集
合
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｂ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
標
高

差
千
ｍ
程
度
あ
り
、
時
間
的

に
楽
で
は
な
い
。

・
荒
天
等
で
や
む
を
得
ず
中

止
に
至
っ
た
場
合
の
基
金
の

積
み
立
て
等
の
対
策
が
必
要

と
の
意
見
。

④
27
年
度
冬
山
講
習
会
、
指

導
員
検
定

28
年
２
月
６
日
（
土
）
～

７
日
（
日
）
で
実
施
を
確
認
。
・

27
年
度
通
常
総
会
（
滝
田
）

・
５
月
９
日
（
土
）
に
も
く

せ
い
会
館
に
て
実
施
。
そ
れ

に
先
立
ち
第
１
回
理
事
会
は

４
月
13

日
（
月
）
労
政
会

館
に
て
実
施
。
１
週
間
前
の

４
月
６
日
ま
で
に
資
料
を
提

出
。第

70
回
国
体
県
予
選
（
諸

戸
）

・
５
月
６
日
（
水
）
に
浜
松

市
で
実
施
。

・
要
項
の
変
更

①
日
本
国

籍
が
無
く
て
も
要
件
を
満
た

せ
ば
参
加
可
能
。
②
県
代
表

選
出
は
予
選
会
免
除
の
選
手

も
考
慮
す
る
。

個
人
会
員
対
象
の
各
種
講

習
会
に
つ
い
て

・
一
般
の
参
加
希
望
者
（
会

員
で
は
な
い
）
も
基
本
的
に

は
受
け
入
れ
る
。
個
人
会
員

と
一
般
の
参
加
希
望
者
で
は

各
講
習
会
の
参
加
料
に
差
を

つ
け
る
。

・
会
場
は
事
務
局
で
一
括
し

て
手
配
す
る
。

・
年
間
の
６
つ
の
講
習
す
べ

て
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
が
ほ

し
い
。

・
パ
ン
フ
は
山
の
店
な
ど
、

登
山
者
が
足
を
運
び
そ
う
な

場
所
に
置
く
。

・
近
隣
の
山
岳
会
を
紹
介
す

る
。

（
清
水
）

第
54
回
冬
山
講
習
会
・
第

52
回
登
山
指
導
者
講
習
会
が
、

1
月
31
日
（
土
）
か
ら
2
月

1
日
（
日
）
に
か
け
て
富
士

山
御
殿
場
口
双
子
山
周
辺
で

実
施
さ
れ
た
。

温
か
い
晴
天
に
恵
ま
れ
積

雪
も
あ
り
、
絶
好
の
冬
山
訓

練
日
と
な
っ
た

参
加
者
は
一
般
の
初
級
1

名
、
同
中
級
4
名
、
高
校
生

（
高
体
連
６
校
71
名
、
指
導

者
講
習
会
は
高
体
連
顧
問
10

名
講
師
本
部
役
員
を
合
わ
せ

107
名
で
あ
っ
た
。

開
講
式
で
は
、
滝
田
会
長
、

静
岡
県
教
委
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課

村
田
指
導
主
事
の
挨
拶

の
後
、
工
藤
指
導
委
員
長
か

ら
諸
注
意
を
受
け
講
習
に
入
っ

た
。一

日
目
は
、
高
体
連
は
雪

上
で
の
テ
ン
ト
の
張
り
方
や

生
活
技
術
を
習
う
。
テ
ン
ト

は
、
軽
く
設
営
も
簡
単
だ
が

強
風
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

注
意
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

各
班
に
分
か
れ
装
備
の
確
認

を
行
う
。
ア
イ
ゼ
ン
、
ア
イ

ゼ
ン
バ
ン
ド
、
ピ
ッ
ケ
ル
等

靴
や
身
体
に
あ
っ
た
も
の
を

山
に
来
る
前
、
家
で
取
付
け

て
み
る
こ
と
と
話
し
て
い
た
。

初
心
者
は
雪
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
切
な
た
め
初
日
は
、
雪

上
歩
行
に
重
点
を
置
い
た
訓

練
と
富
士
山
特
有
の
突
風
に

対
す
る
耐
風
姿
勢
の
訓
練
を

行
っ
た
。

二
日
目
は
、
昨
夜
の
冷
え

込
み
で
早
朝
の
雪
は
固
く
締

り
、
雪
上
歩
行
に
は
ま
ず
ま

ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
双

子
山
を
目
指
し
た
。

幕
営
地
か
ら
車
道
を
進
む

が
、
日
中
の
融
雪
に
よ
り
凍

結
し
て
居
る
所
が
あ
り
気
の

抜
け
な
い
歩
行
で
あ
っ
た
。

つ
ぼ
足
、
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

の
訓
練
を
行
い
な
が
ら
雪
上

の
歩
行
に
慣
れ
て
い
く
。

双
子
山
の
裾
に
近
づ
く
と
富

士
山
頂
か
ら
の
強
風
に
迎
え

ら
れ
た
。

双
子
山
斜
面
の
雪
は
、
サ

ン
ク
ラ
フ
ト
状
態
の
た
め
キ
ッ

ク
ス
テ
ッ
プ
は
快
調
に
効
く
。

こ
こ
で
、
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

に
よ
る
直
登
、
直
下
降
、
斜

登
高
、
ト
ラ
バ
ー
ス
等
の
訓

練
、
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
、
ピ
ッ

ケ
ル
無
・
ピ
ッ
ケ
ル
使
用
の

滑
落
停
止
な
ど
の
講
習
を
し

た
。
手
袋
を
し
た
ま
ま
の
ア

イ
ゼ
ン
の
脱
着
に
時
間
の
か

か
る
人
が
見
受
け
ら
れ
た
。

11
時
過
ぎ
に
訓
練
を
終
了

し
幕
営
地
ま
で
下
山
し
、
閉

講
式
を
行
い
2
日
間
の
講
習

会
は
終
了
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
初
歩
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
繰
り
返

し
練
習
し
、
習
っ
た
技
術
を

確
実
に
自
身
の
も
の
に
す
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

今
回
は
、
女
性
指
導
員
２

名
が
初
デ
ビ
ュ
ー
し
、
熱
心

に
指
導
し
て
い
た
。

岳
連
行
事
を
進
め
る
う
え

で
多
く
の
指
導
員
が
必
要
と

な
る
。
岳
連
加
盟
団
体
の
方
々

が
公
認
指
導
員
資
格
の
取
得

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
（
前
川
）

２
月
５
日
、
日
本
青
年
館

ホ
テ
ル
の
会
議
室
で
平
成
26

年
度
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

最
初
に
神
﨑
会
長
か
ら
、

今
年
度
か
ら
、
（
公
財
）
全

国
高
等
学
校
体
育
連
盟
登
山

専
門
部
が
加
盟
し
、
48
加
盟

団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
８
月

神
奈
川
県
箱
根
山
域
で
開
催

さ
れ
た
「
第
58
回
全
国
高
等

学
校
登
山
大
会
」
に
役
員
を

派
遣
し
、
高
校
生
の
登
山
大

会
を
視
察
し
た
。

懸
案
の
「
登
山
部
」
の
各

委
員
会
を
統
合
し
て
「
安
全

教
育
委
員
会
」
と
「
環
境
委

員
会
」
に
統
合
し
、
27
年
度

か
ら
新
体
制
に
移
行
す
る
た

め
に
、
「
登
山
部
統
合
準
備

委
員
会
」
を
設
置
し
て
検
討

し
て
き
た
が
、
未
だ
結
論
が

出
ず
、
次
年
度
の
組
織
運
営

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
た
「
山
の
日
」
制

定
の
祝
日
化
法
案
は
国
会
で

可
決
さ
れ
、
平
成
28
年
８
月

11
日
か
ら
「
山
の
日
」
（
国

民
の
祝
日
）
と
し
て
制
定
さ

れ
た
。
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
案
は
報
告
事
項
の
み
で
、

26
年
度
事
業
経
過
報
告
、
同

会
計
中
間
報
告
、
27
年
度
事

業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
、

26
年
度
山
岳
共
済
会
事
業
経

過
報
告
、
27
年
度
山
岳
共
済

会
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
、

山
岳
遭
難
捜
索
保
険
、
全
国

「
山
の
日
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
54

回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
で

あ
っ
た
。

新
規
事
業
は
、
「
山
の
日
」

制
定
記
念
事
業
、
指
導
・
遭

対
委
合
同
研
修
会
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権

２
０
１
５
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
登
山

委
員
会
の
開
催
等
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
各
連
盟
の
近
況
報

告
を
し
終
了
し
た
。（

滝
田
）

（１） 第１２号 宝 永 平成２７年３月１６日（月） （４） 第１２号 宝 永 平成２７年３月１６日（月）

静岡県山岳連盟

〒420-8076

静岡市駿河区八幡3-1-17

TEL(FAX)054-288-7512
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冬
山
講
習
会
、
登
山
指
導
者
講
習
会
を
開
催

11
月
常
任
理
事
会

日
山
協
代
表
者
会
議
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１位 県立久喜高 埼玉県 浜松日体高 静岡県

２位 県立防府高 山口県 県立佐世保東翔高 長崎県

３位 浜松日体高 静岡県 県立多久高 佐賀県

４位 遠軽高 北海道 大村高 長崎県

５位 県立大村高　 長崎県 南光学園東北高 宮城県

男子リード 女子リード

学校別成績

（２）第１２号 宝 永 平成２７年３月１６日（月）

第
８
回
静
岡
県
高
校
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
大
会
が
、
2

月
11
日
（
水
）
に
袋
井
市
の

プ
ラ
ネ
ッ
ト
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
で
8
校
選
手
69
名
（
男

子
51
名
、
女
子
18
名
）
の
参

加
を
得
て
行
わ
れ
た
。

予
選
は
、
1
時
間
40
分
で

男
女
共
通
の
12
課
題
（
2
級

か
ら
7
級
）
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
行
わ
れ
、
男
女
と
も

上
位
の
6
選
手
が
決
勝
に
進

ん
だ
（
全
完
登
は
男
子
山
根
、

中
西
の
2
名
、
女
子
は
中
村

の
1
名
）
。

ル
ー
ト
セ
ッ
ト
後
、
決
勝

が
男
女
別
ル
ー
ト
で
4
課
題

4
分
間
隔
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
方
式
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず

女
子
は
、
２
／
３
級
～
４
級

で
中
村
が
余
裕
を
も
っ
て
完

登
。
同
校
の
北
脇
が
怪
我
で

参
加
し
て
は
い
な
い
が
、
全

課
題
完
登
の
完
全
優
勝
。
男

子
は
、
１
級
～
３
級
で
、
バ

ル
ジ
状
の
課
題
に
は
完
登
者

は
出
ず
、
そ
の
他
の
３
課
題

で
の
ア
テ
ン
プ
ト
の
差
で
山

根
が
優
勝
。

本
年
度
卒
業
予
定
の
浜
松

日
体
高
の
前
国
体
代
表
選
手

は
オ
ー
プ
ン
で
余
裕
を
持
っ

て
完
登
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
子
は
昨
年
と
の
力
の
差
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
、
今
後

の
課
題
と
な
る
。

70
名
近
い
参
加
者
を
う
ま

く
運
営
で
き
る
の
か
心
配
し

た
が
、
ル
ー
ト
セ
ッ
ト
を
担

当
し
て
い
た
だ
い
た
、
倉
島

さ
ん
の
レ
ベ
ル
を
考
え
た
絶

妙
の
セ
ッ
ト
も
あ
り
無
事
大

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

結
果
は
次
の
通
り
。

男
子
1
位

山
根
翔
太

（
浜
松
日
体
高
）

同
2
位

田
村
祐
人

（
富
士
宮
西
高
）

同
3
位

河
合
康
太

（
浜
松
日
体
中
）

女
子
1
位

中
村
祐
香
梨

（
浜
松
日
体
高
）

同
2
位

勝
本
真
衣
（
富

士
宮
西
高
）

同
3
位

宇
川
未
姫
（
富

士
宮
西
高
）

（
諸
戸
）

、
第
5
回
全
国
高
校
選
抜
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
は
12
月

23
日
、
24
日
に
加
須
市
民
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。
静
岡
県

か
ら
は
男
子
が
浜
松
日
体
高

校
の
鈴
木
、
伊
藤
、
山
根
の

3
名
、
女
子
は
浜
松
日
体
高

校
の
中
村
、
北
脇
、
高
柳
、

富
士
宮
西
高
校
の
村
野
の
4

名
が
参
加
し
た
。

23
日
に
行
わ
れ
た
予
選
で

は
、
女
子
は
中
村
が
3
位
、

村
野
が
17
位
、
北
脇
が
25
位

と
な
り
予
選
を
通
過
。
男
子

は
鈴
木
が
26
位
で
た
だ
一
人

予
選
を
通
過
し
た
。

24
日
の
準
決
勝
で
は
男
子

は
下
部
か
ら
厳
し
い
設
定
に

な
っ
て
お
り
、
鈴
木
は
22
位

で
敗
退
。
鈴
木
は
受
験
勉
強

の
ブ
ラ
ン
ク
か
ら
完
全
に
立

ち
直
っ
て
お
ら
ず
、
持
久
力

が
昨
年
よ
り
も
落
ち
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。

女
子
の
準
決
勝
は
下
部
は

バ
ラ
ン
ス
系
、
上
部
は
遠
く

て
力
の
い
る
設
定
に
な
っ
て

お
り
、
力
の
い
る
部
分
に
は

い
っ
て
か
ら
、
北
脇
、
村
野

と
も
に
力
尽
き
、
そ
れ
ぞ
れ

15
位
、
12
位
と
準
決
勝
敗
退

し
た
。

決
勝
に
は
準
決
勝
4
位
の

中
村
1
人
が
進
出
し
た
。
女

子
決
勝
ル
ー
ト
は
出
だ
し
か

ら
少
し
思
い
切
り
の
い
る
ル
ー

ト
で
、
か
つ
左
右
に
く
ね
く

ね
と
曲
り
、
13
ｍ
の
加
須
の

壁
を
目
一
杯
使
っ
た
ス
タ
ミ

ナ
と
保
持
力
、
バ
ラ
ン
ス
力

の
必
要
な
設
定
に
な
っ
て
い

た
。中

村
は
上
部
に
さ
し
か
か
っ

た
34
＋
で
惜
し
く
も
フ
ォ
ー

ル
し
た
が
、
5
位
入
賞
と
な

り
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
級
の
力

を
示
し
た
。

そ
の
結
果
団
体
の
部
で
、

浜
松
日
体
高
校
は
女
子
が
優

勝
、
男
子
も
3
位
に
入
賞
し
、

昨
年
の
男
子
団
体
優
勝
に
引

き
続
い
て
の
快
挙
と
な
っ
た
。

静
岡
県
か
ら
の
出
場
選
手

は
、
本
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

悔
い
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
今

持
っ
て
い
る
力
は
全
員
ほ
ぼ

出
し
切
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
来
年
度
以
降

も
国
体
や
ユ
ー
ス
の
大
会
で

活
躍
が
期
待
で
き
る
選
手
も

多
く
、
今
後
が
楽
し
み
で
あ

る
。

（
難
波
）

１
月
24
日
興
津
生
涯
学
習

交
流
館
で
山
岳
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
が
初
級
・
中

級
の
2
ク
ラ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
受
講
者
は
56
名
、
講
師

等
を
合
せ
て
合
計
78
名
と
多

数
の
参
加
が
あ
っ
た

初
級
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で

消
防
署
山
岳
警
備
隊
及
び
救

急
隊
員
に
よ
る
講
習
が
行
わ

れ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
負
傷
者

の
搬
出
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

ロ
ー
プ
の
結
び
方
は
エ
イ

ト
ノ
ッ
ト
、
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク

等
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
結
ん

で
み
る
と
、
結
び
方
に
苦
労

し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

時
々
練
習
し
て
緊
急
時
に
即
、

使
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

登
山
中
に
発
生
し
た
負
傷

者
の
搬
出
方
法
に
つ
い
て
は

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
負
傷
者
を

背
負
う
方
法
、
ザ
ッ
ク
と
雨

具
（
ウ
エ
ア
ー
）
を
使
っ
て

負
傷
者
を
背
負
う
方
法
の
2

つ
を
習
っ
た
。
さ
ら
に
、
ザ
ッ

ク
と
ス
ト
ッ
ク
と
雨
具
等
を

使
用
し
た
応
急
担
架
を
作
り
、

実
際
に
負
傷
者
を
搬
送
し
違

い
を
体
験
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
る
救
急

法
は
、
山
小
屋
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
員

が
真
剣
に
練
習
を
し
た
。

中
級
は
交
流
館
横
の
公
園

で
指
導
委
員
長
ほ
か
２
人
の

指
導
員
に
よ
る
講
習
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

登
攀
中
の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

方
法
（
セ
カ
ン
ド
の
滑
落
時
）

に
つ
い
て
、
公
園
斜
面
と
手

摺
り
を
利
用
し
ロ
ー
プ
を
張

り
、
２
人
一
組
で
セ
ル
フ
ビ

レ
ー
と
仮
支
点
に
ロ
ー
プ
を

掛
け
、
確
保
器
を
ハ
ー
ネ
ス

に
セ
ッ
ト
す
る
。
自
己
確
保

を
行
い
滑
落
者
側
の
ロ
ー
プ

に
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
を
用
い
て
、

仮
支
点
に
引
く
力
を
逃
す
方

法
を
習
う
。
さ
ら
に
、
シ
ン

グ
ル
ロ
ー
プ
と
ダ
ブ
ル
ロ
ー

プ
で
の
仮
固
定
の
違
い
を
体

験
し
た
。

午
後
は
、
初
級
・
中
級
合

同
で
講
習
を
し
た
。

新
し
い
登
攀
器
具
の
紹
介

と
使
用
方
法
に
つ
い
て
説
明

と
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
の
作
り
、

胸
部
又
は
腰
部
で
支
え
る
２

例
を
練
習
し
た
。

弘
明
堂
治
療
院
の
佐
藤
弘

明
先
生
か
ら
は
テ
ー
ピ
ン
グ

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
幅
５
㎝
の
テ
ー
プ
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
登
山
中
に
痛
め

た
関
節
や
筋
肉
の
ツ
ッ
パ
リ

等
に
活
用
で
き
る
の
で
参
考

に
な
っ
た
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

（
２
個
を
テ
ー
プ
で
結
束
）

を
使
用
し
た
疲
労
回
復
の
方

法
を
学
び
、
背
中
と
首
、
各
々

ツ
ボ
の
押
し
方
の
実
演
を
行
っ

た
。

県
警
の
真
田
元
山
岳
警
備

隊
長
か
ら
最
近
の
山
岳
遭
難

事
故
例
と
対
策
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
っ
た
。

・
山
に
行
く
と
き
は
少
な
く

と
も
家
に
、
行
先

経
路

（
登
山
口
～
下
山
予
定
）
等

を
置
い
て
行
く
こ
と
。

・
最
近
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の

特
性
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ

り
、
事
前
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の

チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
と
の
こ
と
。

登
山
届
と
遭
難
時
の
連
絡

は
、
当
事
者
と
本
人
が
直
接

警
察
署
等
に
す
る
よ
う
注
意

が
有
り
、
山
を
知
ら
な
い
家

族
等
か
ら
の
又
聞
き
通
報
は
、

「
時
間
と
経
費
の
ロ
ス
」
で

す
と
語
っ
た
。
（
前
川
）

11
月
22
日
（
土
）
～
24
日

（
月
）
広
島
市
文
化
交
流
会

館
に
お
い
て
、
日
山
協
の
第

38
回
自
然
保
護
委
員
総
会
が

「
山
と
自
然
の
聖
地
を
訪
ね

て
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら

90
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

目
的
は
、
在
来
の
自
然
保

護
委
員
総
会
を
継
承
し
、
総

合
的
・
全
国
的
な
新
し
い
タ

イ
プ
の
集
い
を
開
催
す
る
。

併
せ
て
、
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
創
立
20
周
年

記
念
事
業
と
連
携
し
、
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
交
流
を
図
り
つ

つ
、
日
本
の
自
然
保
護
の
情

熱
を
各
国
に
伝
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

22
日
開
会
式
が
14
時
か
ら

行
わ
れ
、
引
き
続
き
総
会
が

行
わ
れ
た
。
総
会
で
は
、
山

岳
の
自
然
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
の
現
状
と
課
題
の
討
議

が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
平
成
25
年
度
～
26
年

の
報
告

自
然
保
護
の
啓
発
、
自
然

保
護
指
導
員
制
度
の
推
進
、

環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
制

度
へ
の
協
力
、
山
岳
自
然
保

護
関
係
団
体
と
連
携
し
た
自

然
保
護
活
動
の
推
進
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。

（
２
）
参
加
28
都
道
府
県
の

報
告活

動
は
、
観
察
会
や
清
掃

登
山
、
登
山
教
室
等
で
あ
っ

た
が
、
鹿
等
の
有
害
動
物
が

増
殖
し
、
高
山
植
物
の
食
害

に
苦
労
し
て
い
る
報
告
が
多

く
あ
っ
た
。

23
日
は
、
平
和
記
念
公
園

で
「
山
岳
平
和
祭
」
を
行
い
、

Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
創
立
20
周
年
記
念

事
業
の
国
際
山
岳
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
「
登
山
と
山
岳
自
然
保

護
」
を
テ
ー
マ
に
各
国
自
然

保
護
団
体
か
ら
、
報
告
、
意

見
発
表
が
あ
っ
た
。
日
本
か

ら
は
、
富
士
山
の
ト
イ
レ
改

善
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

24
日
は
、
自
由
参
加
で
厳

島
神
社
参
拝
と
弥
山
の
登
山

が
行
わ
れ
た
。

（
豊
田
）

初
級
・
中
級
に
多
数
参
加

南ア冬山相談所開設
沼平指導センター

南アルプスの冬山相談所が、１２月２

７日から１月４日までの９日間、沼平の

指導センターに開設された。

県遭対協からの要請により、県岳連か

ら指導員を派遣した。また、警察の山岳

救助隊員もその間常駐し、登山者の相談、

指導及び天候や雪の状態などの情報提供

を行い、安全登山の一翼を担った。

この期間の沼平からの入山者は、３７

パーティ（６６人）で茶臼岳・上河内岳

方面が２０パーティ、聖岳・赤石岳方面

が１３パーティ、千枚・荒川岳方面が４

パーティであった。

入山パーティは、天候が良かった割に

は昨年より少なかったが、相変わらず単

独の登山者も多く女性も多かった。

今年の冬山は、比較的好天に恵まれた

が、２９日は雨から雪で強風の日が多かっ

た。積雪は例年より多かったため、途中

で引返してきたパーティがあった。今年

は事故もなく指導センターとしては平穏

であった。（滝田）

全
国
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

（３）第１２号 宝 永 平成２７年３月１６日（月）
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